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議
会の
虫めが

ね

　
農
業
法
人
が
又
一
つ
設
立

さ
れ
た
。
遠
藤
集
落
で
あ
る
。

法
人
・
組
合
と
組
織
形
態
は

ち
が
う
が
、
少
し
ず
つ
組
織

化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。�

　
「
危
機
感
」
故
の
取
組
み

だ
と
思
う
。
ま
ち
づ
く
り
の

一
歩
は
、
町
民
個
々
の
財
産

が
守
ら
れ
る
安
心
感
が
あ
っ

て
こ
そ
踏
み
出
さ
れ
る
。
財

産
を
守
れ
る
か
…
。
あ
き
ら

め
る
か
。
危
機
感
は
み
ん
な

あ
る
が
、
対
応
は
集
落
で
ち

が
う
。
日
本
の
農
政
が
不
安

定
な
中
、
ま
ち
づ
く
り
に
は

欠
か
せ
な
い
農
業
を
、
町
政

で
ど
う
補
っ
て
い
く
か
、
役

割
が
問
わ
れ
る
。�

　
　
　
　
　
　
大
森
　
英
一�

��

【
編
　
集
】�

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会�

　
　
委
員
長
　
大
森
　
英
一�

　
　
副
委
員
長
　
渡
部
　
　
勇�

　
　
委
　
員
　
幅
田
千
富
美�

　
　
委
　
員
　
幸
本
　
　
元�

　
　
委
　
員
　
勝
部
　
俊
徳�

　
　
委
　
員
　
篠
原
　
　
天�

子
ど
も
は
社
会
の
宝
　
地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で
見
守
り
育
て
よ
う�
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質
問
　
「
伯
耆

の
郷
」
の
設
立

目
的
と
経
緯
を

教
え
て
く
だ
さ

い
。�

回
答
　
今
年
二

月
、
遠
藤
集
落

農
家
三
十
六
戸

の
う
ち
、
二
十

八
戸
の
農
家
が

結
集
。
出
資
金

を
募
り
、
法
人

を
設
立
。
二
十

町
歩
の
水
田
を

管
理
。
集
落
営

農
の
活
性
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。�

　
今
年
度
、
町
か
ら
の
支
援

を
受
け
、
遊
休
中
の
土
地
建

物
を
買
い
上
げ
た
こ
と
と
、

事
務
機
器
等
を
組
合
員
で
持

寄
り
拠
点
を
つ
く
り
ま
し
た
。

水
稲
苗
七
百
五
十
箱
つ
く
り

か
ら
共
同
作
業
で
田
植
え
が

終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。�

　
今
後
、
コ
ン
バ
イ
ン
や
籾

乾
燥
設
備
、
精
米
設
備
、
玄

米
保
冷
設
備
を
整
え
る
計
画

で
す
。
現
在
コ
シ
ヒ
カ
リ
が

大
半
で
す
が
、
作
業
の
分
散

化
か
ら
複
数
品
種
の
作
付
と

減
反
ほ
場
で
は
、
大
豆
、
野

菜
の
ほ
か
、
飼
料
稲
、
飼
料

米
、
白
ネ
ギ
、
花
き
等
、
現

在
普
及
所
の
知
恵
も
借
り
、

玉
ね
ぎ
等
に
も
取
り
組
み
た

い
と
計
画
中
で
す
。
そ
の
た

め
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
振
興
公
社

と
の
連
携
を
図
り
、
産
地
化

を
推
進
す
る
予
定
で
す
。�

質
問
　
法
人
「
伯
耆
の
郷
」

設
立
の
き
っ
か
け
は
何
で
し

た
か
。�

回
答
　
高
齢
化
が
進
み
、
耕

作
放
棄
地
が
発
生
、
農
地
の

売
却
も
出
始
め
、
個
々
の
農

家
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題

を
組
合
員
の
知
恵
と
力
を
結

集
し
、
農
家
も
集
落
も
よ
く

な
る
農
業
、
集
落
づ
く
り
を

し
よ
う
と
、
集
落
営
農
検
討

委
員
会
を
平
成
十
九
年
八
名

で
発
足
、
先
進
地
、
寺
内
農

場
、
岩
屋
谷
農
場
を
視
察
、

研
修
し
、
今
年
二
月
、
発
起

人
会
で
事
業
計
画
、
定
款
、

理
事
、
役
員
選
定
後
、
設
立

総
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。�

�

代
表
理
事�

　
勝
部
明
吉
さ
ん
の
お
話�

　
私
自
身
、
父
が
亡
く
な
り
、

二
十
年
間
仕
事
の
た
め
離
農

し
て
い
て
、
退
職
を
機
に
こ

の
仕
事
に
加
わ
り
ま
し
た
。�

　
農
家
は
、
他
の
仕
事
で
稼

い
で
農
地
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
就
業
中
に
は
、
自
分
だ
け

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
さ

ま
ざ
ま
な
状
況
が
生
ま
れ
ま

す
。
そ
こ
を
次
の
世
代
に
引

継
ま
で
の
手
助
け
が
必
要
な

の
で
す
。
集
落
の
み
ん
な
が
、

豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
役

割
が
果
た
せ
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。�

�

出
席
し
て�

　
　
下
さ
っ
た
み
な
さ
ん�

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）�

　
代
表
理
事
　
勝
部
明
吉�

　
理
　
事
　
広
山
美
樹�

　
　
〃
　
　
加
川
賢
明�

「議会だ
より」に

対するご
意見を�

お待ちし
ておりま

す。�


